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谷
村
が
織
物
の
産
地
と
な
っ
た
い
き
さ
つ 

 
 

谷
村
を
中
心
に
し
て
郡
内
地
方
で
織
物
が
自
家
用
か
ら
産
業
と
し
て
織

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
寛
永
十
年(

一
六
三
三
年)

三
代
将
軍
家
光
の

重
臣
、
秋
元
但
馬
守
泰
朝(

や
す
と
も)

冨
朝(

と
み
と
も)

喬
知(

た
か
と
も)

三
代
に
わ
た
っ
て
藩
主
と
し
て
治
め
て
い
た
と
き
都
留
市
内
に
家
中
川
を

引
き
、
里
の
副
業
と
し
て
細
細
と
織
ら
れ
て
い
た
織
物
を
生
か
し
富
め
る

里
に
す
る
た
め
、
自
分
の
出
身
地
の
上
州
総
社(

現
在
群
馬
県
前
橋
市)

か
ら

絹
師
を
招
き
絹
糸
を
作
る
蚕(

か
い
こ)

の
餌
と
な
る
「
桑
の
木
」
を
取
り
寄

せ
、
里
人
や
下
級
武
士
の
奥
さ
ん
に
「
は
た
」
を
織
る
技
術
を
教
え
、
織

り
上
が
っ
た
反
物(

た
ん
も
の)

を
、
江
戸
や
京
都
、
大
阪
に
宣
伝
し
た
と
さ

れ
ま
す
。
そ
の
お
か
げ
で
全
国
に
郡
内
縞(

ぐ
ん
な
い
じ
ま)

の
名
が
知
ら

れ
、
大
勢
の
人
々
が
谷
村
に
集
ま
り
大
変
繁
盛
し
、
甲
州
織
の
基
礎
を
き

づ
き
ま
し
た
。
甲
州
織
の
特
徴
は
木
綿
に
比
べ
そ
の
手
触
り
肌
触
り
に
あ

っ
て
、
こ
れ
が
京
都
大
阪
の
人
々
に
選
ば
れ
た
物
で
、
井
原
西
鶴
の
「
好

色
一
代
男
」
や
、
八
百
屋
お
七
が
火
あ
ぶ
り
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
際
に
も

着
て
い
た
な
ど
、
た
び
た
び
話
題
に
上
り
、
甲
斐
絹
の
美
し
さ
が
も
て
は

や
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。
都
留
市
商
家
資
料
館
旧
仁
科
邸
は
大
正
五

年
か
ら
十
年
に
か
け
建
て
ら
れ
た
建
物
で
あ
る
が
こ
う
し
た
先
人
の
力
が

未
来
に
続
い
た
と
言
う
事
で
、
勝
山
城
跡
を
写
真
に
掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。 

 

俳
人
松
尾
芭
蕉
も
数
か
月
谷
村
に
居
た
と
さ
れ
、
数
々
の
俳
句
を
残
し

て
い
ま
す
。
城
下
町
の
散
策
・
句
碑
巡
り
・
都
留
ア
ル
プ
ス
と
言
っ
て
商

家
資
料
館
の
裏
山
に
も
登
れ
ま
す
。
勝
山
城
跡
は
、
商
家
資
料
館
か
ら
徒

歩
で
二
時
間
も
あ
れ
ば
満
喫
で
き
ま
す
。
市
内
に
は
リ
ニ
ア
実
験
線
見
学

セ
ン
タ
ー
も
あ
り
ま
す
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上の写真は絵甲斐絹裏地絵が入っています。   懐かしい写真もあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「
甲
斐
絹
」 

甲
斐
の
国(

山
梨
県)

で
生
産
さ
れ
る
「
絹
織
物
」
を
「
甲
斐
絹
」
と
呼

び
、
当
初
甲
府
を
中
心
と
す
る
盆
地
で
は
「
海
機
」
又
は
「
海
気
」
等

と
呼
び
、
郡
内
で
は
「
郡
内
縞
」(

郡
内
織)

と
呼
ん
で
広
く
国
内
に
知
ら

れ
て
い
た
。
明
治
に
な
っ
て
、「
県
令
藤
村
紫
朗
」
に
よ
り
、
県
内
の
絹

織
物
は
「
甲
斐
絹
」(

か
い
き)

と
呼
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
時
代
と

と
も
に
織
物
に
も
変
化
が
あ
り
、
服
裏
地
・
洋
傘
地
等
も
出
現
し
て
、

更
に
新
繊
維
の
出
現
が
あ
り
、「
甲
斐
絹
」
は
昭
和
十
九
年(

一
九
四
四

年)

に
そ
の
歴
史
の
場
か
ら
静
か
に
姿
を
消
し
た
。 

 「
絵
甲
斐
絹
」 
 

郡
内
織
と
し
て
知
ら
れ
た
絹
織
物
の
中
で
、
谷
村
を
中
心
に
し
た
郡

内
織(

甲
斐
絹)

は
、「
絵
甲
斐
絹
」
で
あ
っ
た
。「
絵
甲
斐
絹
」
は
、
羽
織

の
裏
地
と
し
て
生
産
さ
れ
、
文
政
の
頃(

一
八
二
九
年
頃)

か
ら
織
り
出
さ

れ
、
明
治
に
入
っ
て
盛
ん
に
な
っ
た
。
こ
の
「
絵
甲
斐
絹
」
に
は
「
が

ら
」
を
手
で
描
い
た
も
の
と
、
織
り
出
し
た
も
の
と
が
あ
っ
て
手
描
き

の
も
の
に
は
更
に
版
木
に
よ
り
刷
り
込
ま
れ
た
も
の
の
二
種
類
が
あ
っ

た
。 

 

「
友
禅
」 

「
甲
斐
絹
」
の
白
地
に
型
染
め
を
ほ
ど
こ
す
手
法
で
あ
る
。
都
留
市

で
は
昭
和
二
十
年
頃
ま
で
、
染
色
後
に
余
分
な
染
料
や
糊
を
洗
い
流
す

「
友
禅
流
し
」
が
家
中
川
で
見
る
こ
と
が
で
き
た
。 

家
中
川
は
寛
永
十
三
年(

一
六
三
六
年)
に
秋
元
泰
朝
が
普
請
し
た
水

路
で
あ
る
。 

編集後記 今回は、資料館から登れる山々を紹介しました。紙面の関係で谷村が織物として栄えたこと、

甲斐絹の一部を掲載する事にしました。商家資料館では、町歩きや当館で俳句を書いてくれた方に、ミュ

ージアム都留でボランティアの方が作ったコースターを差し上げることになっています。良かったら気楽

に入館して下さい。 

入館は火曜日・木曜日・土曜日・日曜日と祝日の午前 10時から午後 3時 30分です。 

館長 武井邦夫 

 

家中川 絵甲斐絹 


